Windows 2000 

fo セットアップ 


lerver 


ストリ ー ミングサーバに Microsoft® Windows® 2000 Server 日本語版似降、 「Windows 2000」と呼ぶ） 
をインス!-ールする手順について説明します。インス!-ールの方法は購入後、初めて電源を ON にする場合 
と再インストールの場合で手順が異なりますので読み分けて<ださい。また、インストール後、障害が起 
きた際に早く復旧させるために必要なセットアップについても説明します。 

初めて電源を ON にするとき（一48ページ） . ストリーミングサーバを購入後、初めて電源を 

ON にすると、 0S がプリインス!-ールされた 
モデルでは八ードディスクドライブにインストー 
ル済みの 0S のセットアップが始まります。セッ 
トアップの手順とセットアップ完了後に行う作業 
について説明します。 0S がプリインストールさ 
れていないモデルは、「再セツトアップ」を参照し 
てください。 


再セットアップ(一59ページ） .0S を再セットアップするときの手順について 

説明します。また、 0S がプリインス!-ールされ 
ていないモデルでは、別途 OS を購入後、本項を 
参照してインストールしてください。 


ONL-3021 aE-ISS_ES-000-03-0403 
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初めて電 as を ON にずるとを 

箱を開けてからお使いになるまでの手順について、順を追って説明します。再セツトアップの際は r 再セツ 
トアップ」を参照してください。 



次の順唐で八ードウエアをセツトアップします。 


1 . ストリーミングサーバをラック(こ取り付ける。（一2章） 

2 . ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置をストリーミングサーバに接続する。（一 



プリンタなどの周辺装置はオペレーティングシステムのセットアップを完了してか5接続して 
<ださい。 

3. 添付の電源コードをストリーミングサーバと電源コンセント(こ接続する。（一2章） 


4. スト IJ — ミングサーバの構成やシステムの用途(こ応じて BIOS の設定を変更する。 

6章に示す設定例を参考(こしてください。 

使用する os に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ.アンド- 
プレイをサポートするかどうかなどの項目もあります。また、日付や時間が正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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オペレーテイングシステムのセツトアツ 


0 S がバンドルされたモデルを購入された場合は、ストリーミングサーバの八ードディスク 
ドライブに、お客様がすぐに使えるようにパーティシヨンの設をから、 OS(Wmdows 
200 0) 、ストリーミングサーバが提供するソフトウエアがすべてインストールされていま 
す。 

ここでは、購入時に OS がプリインス!-ールされたモデルのセットアップについて説明しま 
す。 OS がプリインス!-ールされていないモデルの場合は、別途、 OS を購入し、この後の 
r 再セットアップ」-「シームレスセットアップ」を参照してインス I -ールしてください。 

セットアップを始める前に EXPRESS 巨 UILDER 
CD - ROM と添付のフ□、ソピーディスク （ 1枚）を用意 
してください。また、この他に r プ□ダクト羊一」の 
ナンバーをメモしておいてください。 


プ□ダクト车一はストリーミングサーバ本体に貼りがけられている ID ラベルに記載されて 
います 。 Windows 2000のセットアップや再インストール時に必ず必要な情報です。剥が 
したりミちしたりしないようを意してください。もし剥がれたりミちれたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あらかじめプ□ダ 
クト车一の番号をメモし、他の添付品といっしょにメモを保管されることをお勧めします。 

セットアップの開始 

次の手順でストリーミングサーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、ストリーミングサーバの順に電源を ON じし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します]にチェックをして、[次へ]をクリックする。 

降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示に従って必要な設定をする。 

セットアップの終了を®6せる画面が表示されます。 

自動的にシステムのアップデートが実行され 、 [Windows 2000セットアップウィザードの完了] 
ダイア□グボックスが表示されます。 

己.[完了]をクリックする。 

再度、ストリーミングサーバが再起動します。 

[ Windows 2000サーバの構成]ダイア□グボックスが表示された6、 OS のインストールは完了 
です。 


r 


A 

Windows 2000 Server 


广 Product Key: ' 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000 -000-000-000 J 



windowm W000 のセットアップ 
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デノ（イスドライバのセットアップとアップデート 

本体に標準装備のネットワークとグラフィックスアクセラレータなどについてセットアップ 
またはアップデートをします。オプションのデバイスでドライバをインストールしていない 
ものがある場合は、オプションに添付の説明書を参照してドライバをインストールしてくだ 
さい。 


PROSet II 

PROSet II は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能磕認ユーティリティで 
す。 PROSet II を使用することにより、 JU 下のことが行えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定： 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた 
環境を提供し、サーバースイッチ間のスループットを向上させることができます。このよう 
な機能を利用する場合は、 PROSet II が必要になります。 

PROSet II をインス I -ールする場合は、じ(下の手順に従ってください。 

1. EXPRESSBUILDER CD-ROM を CD-ROM ドライブ、にセットする。 

2 . スタートメニューか6[プ□グラム]、[アクセサリ]の順でポイントし、[エクスプ□ーラ]をクリッ 
クする。 

3. [< CD-ROM のドライブレター〉： 

¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C¥HD 1 ¥ WIND 0 WS ¥ PR 0 SET 2 ¥ IA 32¥ PROSET . MSI ] 

アイコンをダブルクリックする。 

[ Intel ( R ) PROSet II - InstallShield Wizard ] ウィンドウが表示されます。 

4. [ Next ] をクリックする。 

己 .[I accept the terms in the license agreement ] を選択して、 [Nex 口をクリ、ソクする。 

巨. [ Typical ] を選択し、 [ Next ] をクリックする。 

7. [Ins ね II ]をクリックする。 

ファイルのコピーが 開始されます。 

[デジタル署をが見つかりませんでした]のダイア□グメッセージが表示された場合は、[はい]を 
選択してください。 

8 . [ Finish ] をクリックする。 

[InstallShield Wizard ] が終了します。 

9. システムを再起動する。 
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ネットワークドライバ 

標準装備の2つのネットワークドライバは、自動的にインストールされますが、それぞれの 
転送速度と Duplex モードの設定が必要です。 

■: サービスの追加にて、 [ネッ トワーク モニタ] を追加することをお勧めします。 [ネット 

1 ント I ワーク モニタ] は、 [ネッ トワーク モニタ] をインストールした コン ピュ ータ が送受信する 
フレーム（またはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに 
有効なツールです。インストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を 
参照してください。 

1. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスで、 [ Intel ( R ) PROSet II ]アイコンをダブルクリ、ソクす 
る。 

[ Intel ( R ) PROSet II ]ダイア□グボックスが表示されます。 

2. リスト中の 「Intel 82日日 X - based PCI Ethernet Adapted 10/100)」ネットワークドライバにマ 
ウスカーソルを合わせる。 

3. [ Advance 州タブをクリ、ソクし 、 [Link Speed & Duplex ] を八ブの設定値と同じ値に設定する。 

4. リスト中の rintel ( R ) 82544 GC based Network Connection 」 ネツトワークドライバ(こマウス 
カーソルを合わせる。 

已 . [Link Config ] タブをクリ、ソクし、 Speed と Duplex の値をハブの設定値と同じ値に設定する。 


サウンドドライバ 

サウンドドライバは購入時にインストール済みです。システムの復旧や再セットアップの際 
は、システムのアップデートを行うと自動的にインス I -ールされます。 


グラフィックスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフィックスアクセラレータ用ドライバをアップデートします。 
オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添が 
されている説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

1. 「 EXPRESS 目 ULDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

2 . スタートメニューの[プ□グラム]一[アクセサリ]か6[エクスプ□ーラ]をクリ、ソクする。 

3. レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDE 0¥ W 2 K 」 ディレクトリ内のに etup . exe ] アイコン 
をダブルクリックする。 

4. メッセージに従ってインストール作業を進める。 

途中で「ディジタル署をが見つかりませんでした。..」というメッセージが表示された場合は、 
[はい]ボタンをクリックして、インストールを続けてください。 

己. 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化し、画面の指示に従ってシステ 
ムを再起動する。 


windowm W000 のセットアップ 
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オプションのネットワークドライバ 


オプションのネットワークボード ( N 8104 -84/103/1 12/1 13) を使用する場合は、オンボー 
ド LAN のドライバとボード添付のドライバのバージョンをる在認してください。 

N 81 04-84 /103/112/113ボードの場合 
システムデイレクトリ: ¥ system 32¥ d 「 ive 「 s ¥ E 1000 nt 5 .sys 


ボード添付のドライバが古い場合は、インストレーションサプリメントガイドの再インス 
I — ル手順を参考にし、 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM に格納されているドライバをイン 
ストールしてください。 

< CD - ROM のドライブレター>: 

¥ WINNT ¥ W 2 K ¥ PC 62 C¥FD 1 ¥ WINDOWS ¥ DRIVERS ¥ IA 32 
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システムのアップデート 〜サービスパックの適用〜 


システムのアップデートは、サービスパックの適用とをデバイスのドライバのアップデート 
を行うものです。プレインス I -ールモデルや、 0 S のインストールを指定されて購入された 
場合には自動で適用されますが、次のような場合は、必ずシステムのアップデートを行って 
ください。 

• システムの修復を行った場合 
• システムの構成を変更した場合 

• 0 S を新規にインス!-ールした場合 

• CPU を増設した場合 

• バックアップ媒体からシステムをリストアした場合 

(サービスパック関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再度 RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このときサービスパックを再適用する必要はありません。） 

管理者権限のあるアカウント 
( Administrator など)でシステムに□グイン 
した後、 EXPRESS 巨 UILDER CD - ROM を 
スト リー ミング サーバの CD - ROM ドライブ 
じセットしてください。 

表で:された画面「マスター コント □ ール 
メニュー」の[ソフ トウ エアのセッ ト アップ] 

を左クリックし、メニューから[システムの 
アップデート]をクリ、ソクすると起動しま 
す。じ(降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め、サービスパックの適用 
と、ドライバのアップデートを行ってくだ 
さい。 


〇オンラインドキユタント 


EXPRESSBU1LDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


I ソフトクエ 7 の 
七ツトアップ 


〇 


•く 


NEC 


windowm W000 のセットアップ 
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障害処理のためのセツトアツ 


障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

ストリーミングサーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設をです。 


M-O メモリダンプのま意 

• メモリダンプの採取は保守ヴービス会社の保守員び行いまず。お客様はメモリダンプの 
設定のみを行ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起動すると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示ずメッセージび表示される場台びありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直ずと、メモリダンプを正しく保存できない場合び 
ありまず。 


次の手順に従って設定します。 


1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をクリックする。 
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5. テキストボックスにデバッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライブに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイル名で書き込む場合> 

D:¥MEMORY.DMP 


llJSl 


巧ミのオペトティンヴシステムを)： 


I Microsoft Windows 2000 Server /fastdetect 


P オペレーティンヴシステムの一民をま示するを） I 如 ゴ秒間 


つ 



)m 


デバッグ情報の書を込みは[完全メモリダンプ]を指定ずることを推奨しまず。ただし、搭 
載メモリサイズび 2GB を越える場合は、[完全メモリダンプ]を指定ずることはできません 
(メニューに表示されません)。その場合は、[力ーネルメモリダンスを指定してくださし、。 

本装置に搭載しているメモリサイズ +12MB 杉上(メモリサイズび 2GB を超える場 S ホ、 
2048MB+12MB1U 上)の空き容量のあるドライブを指定してください。 

メモリ増設により搭載メモリび 2GB を超える場合は、メモリ増設前にデバッグ情報の書き 
込みを[力ーネルメモリダンスに変更してください。また、メモリ増設により採取されるデ 
バッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込 
み先ドライブの空き容量を確認してください。 


目.[パフ ォー マンスオプション]をクリ 、ソク 
する。 

7. [仮想メモリ]ダイア□グボックスの 
[変更]をクリックする。 


斗ぶ] 


を胺 I ネットワークの I A — ドウエア I ユーザープ□ファイル詳細 
「バフオーマンスー 


Baci | バフォーマンスオプションは、コンピュータの姐巧な度じを咨するアプリケー 
S ' シ3ンのプモリの傲巧をを巧します。 

I [ パフォ-マンスオブションの 

-巧巧を数->- 

^ 巧巧を数は、特定の巧韻の惜報のなまホをおちします。 


ち 


M 鑑鷄離栗とコンビユー娜き止する。铺 


起が)/0巧を)... 


J キャンセル 


8 . [選択したドライブのぺージングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を搭載メモリサイズの 
約 1. 日倍(こ設定する。 

w-oira 

• 必ず os パーティシヨンに上言己のサイズで作成してください。 STOP エラー発生時にデバッ 
グ情報(メモリダンプ)を採取するために必要です。ページングファイルの[初期サイズ]を 
「推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場台があり 
ます。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを}甲して、正常にダンプび採取でをることの 
確認を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、必ずメモリサイズに台ねせてぺージングファイルの再設定を巧って 
<ださい。 

9. [ OK ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 


windowm WOOO のセットアップ 
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ワトソン博±の設定 


ダンプシンボル テーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既存の□グファイルに追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明(こついてはオンラインヘルプを参照してください。 
巨. [0 K ] をクリックする。 


Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを横化するとストリーミングサーバを診断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断 
情報を採取できるよう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 


2. 搭前ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と人力 
し、 [ OK ] をクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されます。 


ファイル: るを 指定して実け 


互1グ」 


り 


囊徽現齡钱&穀觸驚でルタやドキユタント 


[ drwtsn 32. exe | 


OK 


キャン t ル J 


3 

を股を)... 


3. [□グファイルパス]ボックス(こ彭断情報 

の保を先を指定する。 

rDRWTSN32.LOG」 というファイルをで 
保をされます。 




ネットワークパスは指定できません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 


4. [クラ 、ソ シュダンプ]ボックスにクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保を先を指定す 
る。 


I ヒント] 


「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 





□クフアイ J 八くス ( L ): I が A 11 Users ¥ Docu ments ¥ Dr Watson 
、プ(り： | C ：¥ Docu merits and Sett ings ¥ All Us 


き賠(昼)..、 
き賠(か . .J 


インストラクションの数取 
巧巧する エラー 数が)： 


W 聲巧.ジ! [.す二巧[戦、 

W すべてのスレッドコンテキストる I シプ(直） 
W 巧巧の□ヴファイルにお加喧 I 
厂タッた-ジボックスじよる巧灿1 
r 寄こよる巧かを） I 

W クラッシュタンプファイルの巧/の 


アブリケーシヨンエラー (E) 


まを站 


如ア掛 


OK 


キャンセル J ヘルプお)」 


己.[オプション]ボックスにある次のチェックボックスをオンにする。 


□ □ □ □ 
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ネットワークモニタのインストール 

ネットワークモニタを使用することじより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!'''ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインストールしておくことをお勧めしま 
す。 

1 . スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ー ルパネル]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

2 . [アプリケーションの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーションの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリ、ソクする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオン(こして[次へ]をクリックする。 

曰.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットして [ OK ] ボタンをクリックする。 

巨. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーションの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8 . [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネ、ソトワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 



ン/周遇装置のセツトアツ 



オプションや周辺装置のデバイスドライバや周辺装置が提供するアプリケーションのイン 
ストールや設をについては、周辺装置に添付の説明書を参照して<ださい。 

バックアップ装置をお使いのお客様は4章、「ストリーミングサーバソフトウェア」の「バック 
アップ装置ファームウェアアップデートツール」を参照してください。 
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管理ユーテイリテイのインストール 


0 S がプリインス I -ールされたモデルの購入時の八ードディスクドライブじは、管理ユーティ 
リティがインストールされています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス 

• ESMPRO/UPSController (本ソフトウェアを購入された場合のみ） 

• Power Console Plus 


[スタート]メニューの[プ□グラム]にインス I ルしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを磕認してください。ユーティリティによっては、お客様でご使用になる環境に合った 
状態に設定または確認をしなければならないものもあります。4章を参照して使用環境に 
合った状態に設をしてください。 

また、その他にもストリーミングサーバ管理用のユーティリティが添がの 
EXPRESS 巨 UILDER CD-ROM に収録されています。4章を参照して、必要に応じてインス 
トールしてください。 

P ： 詳細につぃては、 4 章または装置に添付されてぃる別冊の説明書などを参照して使用環境に 
合った状態に設をしてくださぃ。 

また、ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもありま 
す。詳しくは 4 章を参照してくださぃ。 

I M-O 再セットアップを行ったときや 0 S を別途購入したモデルのセットアップをしたときは、 
個別にインス!ルしてください。（一部、シームレスセットアップの設定によって 0 S と 
一緒に自動でインス!-ールされるものもありまず。） 


7システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をノ \、ソクアップすることをお勤めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧 
(リストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

2. EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をストリ ー ミングサーバの CD - ROM ドライブ(こセットして、 
再起動する。 

EXPRESSBUILDER CD - ROM から起重力して 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」が、表示されま 
す。 

3. [ツール]一[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を選択する。 

iU 降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めて < ださい。 
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再セットアップ 

システムの破損などが原因でオペレーティングシステム ( OS ) を起動できなくなった場合などにここで説明 
する手順に従ってストリーミングサーバを再セットアップしてください。 

■: 再セットアップをする前にシステムの修復を試してみてください。詳しくは6章をご實ください。 

rE37F] 


本装置では、「シームレスセットアップ」と呼ぶ方式により、自動的に装置をセットアップします。詳細な 
手順については、この後の説明を参照してください。 

jl ; • シームレスセットアップに(外のセットアップ方法については、69ぺージの「応用セットアップ」で説明し 
I 卜、ノト J しし、丈づ。 

• 本体にディスクアレイコントローラなどの RAID ボードや SCSI ボード（「大容量記憶装置コントローラ」 
と呼ぶ）を搭載し、システムディスクとして使用するハードディスクドライブを接続している場合は、 
69ぺージの「応用セットアップ」を参照してください。 



EXPRESS 巨 UILDER の「シームレスセットアップ」機能を使ってストリ ー ミングサーバを 
セツトアップします。 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 
Windows 2000、各種ユーティリティのインス! -- ルまでを添付の EXPRESS 巨 UILDER 
CD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで)セットアップできるストリーミングサーバ独自 
のセットアップ方まです。八ードディスクドライブを購入時の状態と異なるパーティション 
設定で使用する場合や OS を再インス!-ールする場合は、シームレスセットアップを使用し 
てください。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始する前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自動的に 
一連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクの 
ことを r セットアップパラメータ FD 」 と呼びます。 


windowm W000 のセットアップ 


59 










■: • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を.還がする 

情報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、ストリーミングサーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありま 
せん。また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用 
すると、前回と同じ状態にストリーミングサーバをセットアップすることができます。 

• セッ ト アップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 ExpressPicnic ®」 を使って 
事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力ゃ還ネ尺しなければならない項目を省略することができます（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。ストリーミングサーバのイ也に Windows 95/98 、 Windows NT 3.51 
必降 、 Windows 2000または Windows Server 2003で動作しているコンピユータがお手 
元にある場合は、 ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集してお 
くことをお勧めします。 

ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、4章で説明 
しています。 


OS のインスI-ールについて 

OS のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がヴポートしている OS について 

Windows 2000の中でストリ ー ミングサーバがサポートしている OS は 「 Microsoft ® 
Windows ® 2000 Server 日本語版」です似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ）。 


巨 IOS の設定について 

Windows 2000をインス I -- ルする前に八ードウエアの BIOS 設をなどを磕認してくださ 
い。5章を参照して設定してください。 


ライトモードの設定について 

セットアップ中は、 RAID コント□-ラのライトモードは、必ず rWriteThm 」 に設定してくだ 
さい。詳細な設をについては、各種 RAID コント□ーラのユーザーズガイドを参照してくだ 
さい。 
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インストールに必要ならの 

W 下のちのを用意してください。 

• EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 

• Microsoft Windows 2000 Server CD-ROM 

• Microsoft Windows 2000サービスパック 4 CD-ROM けービスパックを適用する場合) 

♦ セットアップパラメータ FD (または 1.44 M 目フォーマット済みの 3.5 インチフ□、ソピー 
ディスク1枚） 

• ユーザーズ ガイド(本書） 

r プ□ダクト羊一」を確認しておいてください。 

0 S がバンドルされていたストリーミングサーバの 
プ□ダクトキーはストリーミングサーバ本体に貼り 
付けられている ID ラベルに記載されています。 

別途 0 S を購入した場合は、 0 S の CD ケースに記載 
されています。 


Windows 20001 こつし、て 

Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし、次の点に 
ついてを意してください。 

VI -0 • インス I ルを始める前にオプションの増設やストリーミングサーバ本体のセット 
ema アップ ( BIOS やオプションボードの設定)をすベて完了させてください。 

• 別売のソフトウェアパッケージにち、インストールに関する説明書が添付されている場 
合びありますび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に已〇ページを参照してデバイスドライバのセッ 
トアップとアップデートを行ってください。 

• シームレスセットアップを完了した後に己4ぺージを参照して r メモリダンプの設定」 
などの障害処理のための設定をしてください。 

A - ドディスクドライブの接続について 

0 S をインストールしない八ードディスクドライブは、 0 S をインストール後に接続してくだ 
さい。また、論理ドライブを複数作成している場合は、「論理ドライブが複数存在する場合 
の再セ、ソトアップ手順」 （7 1ページ)を参照してください。 

ミラー化されているボリユームへのインス I ルについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインス I -ールする場合は、 
インス!-ールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インストール 
完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除、および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えます。 




A 

Windows 2000 Server 


广 Product Key: 、 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000 -000-000-000 J 
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作成するパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

インストールに必要なサイズ+ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 


インス!-ールに必要なサイズ 
ページングファイルサイズけ隹奨) 
ダンプファイルサイズ 


二 1000 MB 

二搭載メモリサイズ X 1.5 
二搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 


M-O • 上記ぺージングファイルヴイズはデバッグ情報（メモリダンプ)採取のために(2、要な 
サイズです。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定すると正確 
なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取でをない場合びあります。 

• 1つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409己 MB で 
す。搭載メモリサイズ XI .己倍のサイズび409己 MB を超える場合は、409己 MB で 
設定してください。 

• その他アプリケーシヨン等をインストールする場合は、別途そのアプリケーシヨンび必 
要とするパーティシヨンサイズを追加してください。 

例えば、搭載メモリサイズが 512 M 目の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、上記 
の計算方法から 

1000 M 目 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 MB ) 二 2292 MB 
となります。 

H|： シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のパーティシヨンサイズは、 

[pn 必下のように計算してください。 

参 Windows 2000サービスパックを適用しない場合 

「上記の必要最小限のパーティションサイズ」もしくは 「4095MB」 のうちどちらか大きい方 

• Windows 2000サービスパックを適用する場合 

「上記の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850MB」 もしくは 「4095MB」 のうち 
どちらか大きい方 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブへの再インス I ルに 
ついて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のパーティショ 
ンを残したままでの再インス I -ールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 EXPRESS 目 UILDER CD - ROM に格納されて 
いるオンラインドキュメント r インストレーションサプリメントガイド」を参照して再イン 
ストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックデイスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 
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ディスク構成について （ rMAINTE _ P 」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 
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セットアップの流れ 

シームレスセツトアップで行うセツトアップの流れを図に示します。 



■戻る ■ 



No^ 


注意事項、制限事項の記載を読む 


確認 



インストール方法を還択する 
Yes 





ディスクアレイのコンフィグレーション 

i 

再起動 

i 

保守用/ ティションの作成 

i 

再起動 

i 

各種ユーティリティのインス I ル 

i 

再起動 

i 

OS パーティションの作成 

i 

再起動 

i 

OS パー テイシヨンの フォー マット 

i 

OS 差分モジュールのコピー 

i 

選択したアプリケーションのモジュールのコピー 


J :入力や選択び必要な作業 
] :自動的に作業び進む内容 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインス!-ールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 


Hi 


OS を新規にインス I ルした場合、システムの構成を変更した場合は已3ページを参照 
して r システムのアップデート」を行ってください。 


1 . 周辺装置、ストリーミングサーバの順(こ電源を ON にする。 

2. ストリーミングサーバの CD - ROM ドライブに EXPRESSBUILDER CD - ROM をセツトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON してストリ ー ミングサーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 

しば6くすると 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。 


4. [シームレスセットアップ]をクリック 
する。 


巫 ressS 如0シリーズ EXPRESSBUILDER Ver $. > 


t ( C)NEC Cor ぶ oration 2004 


r シームレスセットアップ j とは* A— ドウェア 
の巧が的なバラタータやが巧の設定から os、 を谷 
ユーティリテ4のインストールまでを巧がの 
CD-ROM [EXPRES 純 UILDERj 嫌って切れ目なく 
(シームレスで）セットアップできるお自の 
セットアヴプ方まです • 

ハードディスクを 巧 入時のが巧と異なるバーティ 
ヨン設をで巧用する巧合や OS ぞ岳インストール 
するシームレスセブトアップを巧用しで 
ください* 巧接む: t ットアップをこのな能が巧 
ねって行います • 、、、、 ノ 

シームレスセットアップは*七ットアミ ブモ §15& 

する巧にセットアップに必要な巧巧を€集し 
ブロッビーディスクに巧巧し*セットアップの。 

にチの括*ぞぞ一蓋み出して自巧的に一巧のセッ 
トアップを巧めるというものです • 

このとき使用されるフロッピーディ义クのことぞ 
r セットアップパラメータ FDJ と巧びます* 


己.「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブ(こセットし、[確認]をクリックす 
る。 


I チェック I 


「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、空の 1.44 M 目のフォーマット済み 
フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブじセットし、[確認]をクリックしてくださ 
し、 
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[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメータ FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合(たとえば ExpressPicnic 
Ver .4 JU 前で作成される rPicnic - FD 」 をセ、ソトしてい 
るときなど）、再度「セットアップパラメータ FD 」 の 
セットを要求するメッセージが表示されます。 

セットしたフ□、ソピーディスクを確認してくださ 
い。 

セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]を、確認せず(こそのままインストールを巧う場合は、[スキッ 7] をクリツ 
クする。 



[確認]をクリ、ソク^手順6へ進む 
[スキッ 7] をクリ、ソクー手順7へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下じあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを入力する。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。リスト(こは、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されます。 



③リストボックスか 6 [Windows 
200 0] を選択する。 

[その他]を選択しないで < ださい。 
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目. OS のインストール中に設定する内容を 
確認する。 


ストリーミングサーバに接続の RAID コン 
卜□ーラ(こ関する設定を巧う[アレイディ 
スクの設定]画面が表示されます。設定内 
容を確認し、必要な6修正を行ってか6 
[次へ]をクリックしてください。 


次(こ[基本情報]画面が表示されます。設 
定内容を確認し、必要な6修正を行って 
から [次へ]をクリックしてください（画 
面中の r 対象マシン」は機種によって表示 
が異なります。） 


i ： J 降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフ° ] をクリックして設定を確認しなが 
ら画面を進めて<ださい。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


W-OB 

• 0 S をインストールするパーティションは、必要最小限 m 上のサイズで確保してください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 
ティション (保守用パーティションを除く） の情報はフオーマツ 卜され、ずべてなくなりま 
す。それがのパーテイシヨンの情報は保持されまず。下図は、保守用パーテイシヨンび 
用意されている場台に情報び削除されるパーティションを示していまず。 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用 パーテイシヨン> 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

第 4 パーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルするパーティションを設定ずる 
画面び表示されます。このとを表示される先頭にある己已 MB の領域は、ストリーミング 
サーノ（特有の構成情報や専用のユーティリティを保存するために使用されるノ くーティション 
です。この領域の削除は推奨しませんび、己己 MB の領域を確保させたくない場合は、 
マニュアルセットアップでインス!ルを行ってください。シームレスセットアップでは 
削除でさません。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成ずる」を還択したとを、「パーティション」の 
設定値は実領域上あるいは120 GB 似上の値を指定しないでください。 

• r パーティションサイスに409曰 MBiy 外を指定した場台は NTFS へのコンパ'-卜び必要です。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用 
するパーティション ly 外(保守領域を除く）にノくーティションび存在しなかった場合、その 
ディスクの最大領域を確保して Windows 2000をインス I ルしまず。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクドライブの既存のノくーティショ 
ンを残したまま再インストールすることはできません(目2ページ参照)。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もあります。 


<表示例> 


[アレイテ’’ィスクの設定]テ-ィスクアレイ]外□う 


1 アレイテ’’ィスクの設定 

1 1 ずる 

1 

RAID の作成 

1 既巧 RAID を使用ずる 

1 

接続テ’’ィスク①トタ峨 

1 … 

1 

パ’ツクを構成ずるテ’’イスク数 

1… 

1 

M’ ツクを構成ずる RAID 

1… 

1 

ラ仆トドの醜 

1… 

1 

ラ仆トドの種類 

1… 

1 


1 再 i 敲 1 1 ;欠へ 1 

いげ 1 



[再読込 I [巧へ I I W レフ .I 


windowm W000 のセットアップ 


67 




































































[基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セットアップ情報ファイルの選 
ネ尺画面に戻ります。[再読込]ボタンは、[基本情報]画面にのみあります。 


• [コンピュータの役割]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に還択して、インストールを行ぃます。 

設定を完了すると自動的に再起動します。 

7. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装置 
じ添付されているフ□、ソピーディスクを 
フ□、ソピーディスクドライブじセットし、 

メッセージに従って操作してください。 

8 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されます。 

9. メッセージじ従って EXPRESS 目 UILDER CD - ROM とセットアップパラメータ FD を CD-ROM 
ドライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか < F 8> キーを押 
す。同意しない場合は、[同意しません] 

をクリ 、ソク するか < F 3> キーを 押す。 


• 同意しないと、セットアップは終了し、 Windows 2000はインス!ルされません。 

• 「Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)サービス」をインスIルするように設定して 
し、る場合は、最初の□グオン時に 「Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」の 
詳細設定を行うように画面びポップアップされまず。適切な値を設定してください。 


11. 基本情報で r サービスパックの適用」を[する](こした場合は、次の操作をする。 

①メッセージ(こ従って Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

③メッセージ(こ従って Windows 2000サービスパック CD - ROM を CD - ROM ドライブにセット 
する。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的(こインストールされ、システム(こ□グオン 
します。じ(上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

12. 本体標準装備のデバイスドライバのインストールやセツトアップを巧う。 

詳しくは日0ページを参照してください。 



け：容量記憶装置用 OEM-FDJ をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してぐださい。 


I OK I 「終了 I 


追加するアプリケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してぐださい。 


I ok ] I 終了 1 
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応用セツトアツ 



システムの環境やインストールしようとするオペレーティングシステムによっては、特殊な 
手順でセ、ソトアップしなければならない場合があります。 

シームレスセットアップ未対応の大容量記憶装置コント 
□ーラを利用する場合 

最新のディスクアレイコント日ーラなど、本装置に添付の EXPRESS 目 UILDER に対応してい 
ない大容量記憶装置コント□ーラが接続されたシステムじおいて、 0 S の再インストールな 
どを実施する場合は、次のような手順にてセツトアップしてください。 


PI ： ビルド•トウ.才ーダーにより、 0 S 組み込み出荷された状態からセットアップを開始する 
場合には、本操作を行う必要はありません。 

1 .セ、ソトアップしようとする大容量記憶装置コント□ーラの取扱説明書を準備する。 




本説明書の内容と大容量記憶装置コント□ーラの取扱説明書との内容が異なる場合は、大容量 
記憶装置コント□ー ラの取扱説明書を優先して < ださい。 


2. ディスクアレイコント□ーラの場合は、コント□ーラの取扱説明書に従って RAID の設定を巧う。 
RAID 設定の不要な大容量記憶装置コント□ーラの場合は、手順3へ進んで<ださい。 

3. 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM か6システムを起動させる。 

4. シームレスセットアップを実行し、次のような内容(こ設定されていることを確認する。 

• アレイディスクの設定画面が表示された場合は、[既存の RAID を使う]をチェックする 


コントローラによっては、設を画面が現れないことがあります。 


[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用をする]をチて、ソクする 


，:一 

このオプションをチェックすることで、フロッピーディスクで提供されているドライバを読 
み込ませて、シームレスセットアップを進めることができます。 


己.シームレスセットアップの途中で[大容量 
記憶装置用ドライバ]をコピーする。 

大容量記憶装置コント□ーラ(こ添付され 
ているフ □、ソ ピー ディ スクをフ □、ソ ピー 
ディスクドライブにセットし、 ]:> (降は画 
面のメッセージに従つて操作してくださ 
い。 


r 大容量記憶装置用 OEM - FD 」 をフロッピーディスク 
ドライブに挿入して < ださい。 


I 0 K ] [終了 I 
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マニュアルセツトアップ 


ストリーミングサーバへのオペレーティングシステムのインス I -ールは、シームレスセット 
アップを使用することをお勧めしていますが、特殊なインストールじ対応する場合、マニュ 
アルセットアップが必要じなることがあります。 

シームレスセットアップを使わずに Windows 2000をインス I -- ルする方まについては、 
「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM に格納されているオンラインドキュメント 「Microsoft 
Windows 2000 Server インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。ま 
た、あらかじめ EXPRESSBUILDER から、を 0 S 用の 「 OEM ディスク」を作成しておいてくだ 
さい。 

^ オプシヨンボードを接続する場合は、オプシヨンボードに添付の取扱説明書も併せて参照し 
I チ I ツタ J て、 心さし、 


サポートディスクとは？ 


シームレスセットアップを使わずに再セットアップするときの手順 r マニュアルセットアッ 
プ」では 、 「Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESS 巨 UILDER 」 と呼ばれるサポートディ 
スクが必要です。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESS 巨 UILDER 」 には 、 Windows 2000のインス 
I -ールで必要となる本体標準装備のネットワークやディスプレイ用のドライバなどが含ま 
れています。マニュアルセットアップを始める前に Windows 2000 0 EM-DISK for 
EXPRESS 目 UILDER を用意してください。 

1. 3. 日インチフ□、ソピーディスクを1枚用意する。 

2 . 周辺装置、ストリーミングサーバの順に電源を ON じする。 

3. ストリーミングサーバの CD - ROM ドライブ(こ添付の EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をセットす 
る。 

4. CD - ROM をセットした6、リセットするレ Ctrl >+< Alt >+< Delete > キーを押す）か、電源を OFF / 
ON してストリーミングサーバを再起動する。 

CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESSBUILDER が起動します。 

己.[ツールメニュー]か6[サポートディスクの作成]を選択する。 

巨.[サポートディスク作成メニュ ー] か 6 [Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER ] 
を選択する。 

7. 画面の指示(こ従ってフ□、ソピーディスクをセットする。 

「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRE % 目 UILDER 」が作成されます。 

作成した 「Windows 2000 0 EM-DISK for EXPRESSBUILDER 」 はライトプ□テクトをし、ラ 
ベルを貼って大切に保管して < ださい。 

ストリーミンクサーバ'の他じ Windo\A/s( ； Windo\A/s 函 ™ 

95 W 降、または Windows NT 4.0 W 降)が動作する 
コンピュータをお持ちの場合は、添付の 
EXPRESSBUILDER CD-ROM を CD-ROM ドライブ^ 


じセツトすると表示される「マスターコント□ールメ 
ニュー」から 「Windows 2000 0 EM-DISK for 
EXPRESS 巨 UILDER 」 を作成することもできます。 
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論理ドライブび複数巧在する場合の再セットアップ手順 

ここでは論理ドライブが複数を在する場合の再セツトアップ手順および、ドライブ文字の修 
正手順について説明します。 


再セットアップをはじめる前に 

万一の場合に備えて再セツトアップを開始する前に、必ずデータのバックアップを行ってく 
ださい。 


再セットアップ手順 

1. 本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順に従って、マニュアルセットアップ 
を開始する。 

2 . 次のメッセージが表示された6、 0 S をセットアップしたいパーティションを選択する。 


次の一覧には、このコンピュータ上の既をのパーティションと未使用の 
領域が表示されています。 

上下の方向キーを使って、一覧からパーティションを選択してください。 



システムボリューム、またはブートボリュームのドライブ文字はセットアップ完了後は修正で 
きません。この画面で正しいドライブ文字び割り当て5れていることを確認してか5セットアッ 
プを続行してください。 

3. 再び、本書および r インストレーシヨンサプリメントガイド」の手順(こ従ってマニュアルセット 
アップを続行する。 

4 . セットアップ完了後、再セットアップ前とドライブ文字が異なる場合があります。 

ドライブ文字の修正が必要な場合は次の r ドライブ文字の修正手順」(こ従ってドライブ文字を変更 
してください。 


ドライブで字の修正手順 

JU 下の手順ではシステムボリユーム、またはブートボリユームのドライブ文字は変更できま 
せんので、ご注意ください。 


1. [スタート]メニューの[マイコンピュータ]をちクリックし、[管理]を選択して[コンピュータの管 
理]を起動する。 

2 . 左側のウィンドウの中か6、[ディスクの管理]を選択する。 

3. ドライブレターを変更したいボリュームを選択してちクリ、ソクを巧い、 [ ドライブ文字とパスの変 
更]を選択する。 

4. [変更]を選択する。 

己.[次のドライブを割り当てる ( A )] を選択し、割り当てたいドライブレターを還択する。 
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目. [ OK ] を選択する。 

7 . i ： rF の確認メッセージが表示された6、[はい ( Y )] を選択する。 

ボリュームのドライブ文字を変更すると、プ□グラムが動作しないことがあります。 
このドライブ文字を変更しますか？ 

8 . [コンピュータの管理]を終了する。 
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